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2017-2018年度会長：小林 亘 幹事：小林義和

日、目にした地方新聞のコラムに、“変態”について書かれていました。実はこの“変態”

と言う言葉は生物学の専門用語で幼虫がサナギにサナギが成虫になるように一定の時間を過

ぎると同じ生き物とは思えないほどその姿形を変えてしまう事を“変態する”と言うのだそ

うです。生命の中にはそのようなとんでもない可能性が潜んでいるということの証だと言う

のです。人間は容姿を変えるということはありませんが、“考え方”という事ではかなり成

長とともに変態をするのではないでしょうか・・と締めくくってありました。

という事で先週も学ばせて頂きました。R情報研修会、大変お疲れ様でした。中々良かった

と言う感想が多かったように思いますし、私自身もテーブルリーダーをさせて頂き学びと気

づきの多い研修でありました。この研修会においては中島恵理R情報研修委員長が分区の事

前の打合せに参加をして準備に取り組んで頂きました。

続いて一点報告です。先日のチャリティコンサートでの収益の使途についてです。九州北部

豪雨災害への義捐金として2700地区（福岡）の地区Gが福岡

県知事を訪問し手渡しをすると言う予定にピッタリと合いま

したので、早速203.583円を振込み今月11日に実行しました。

その後2700地区G事務所よりお礼状が届きこの件につきまし

ては一応完結をしましたので、皆さんにご報告いたします。

クールビズの件ですが、今日の例会を節目に、来週からはネ

クタイ着用を、女性はそれに準ずる服装をお願いします。

卓話：今井 昇会員

会長挨拶

「 家族と地域 ～結の精神～ 」

皆さん、こんにちは。学校法人廣池学園の今井です。私は、昭和36年の6月に、当時の東

葛飾郡我孫子町の中峠というところで、専業農家の長男として産声をあげました。兄弟は一

つ年下の妹がおり、今はなき柏そごうでエレベーターに乗務していた頃には、柏まつりで

「ミス柏」として表彰を受け、テレビ番組にも出演するなど、両親の鼻を高くしてくれまし

た。現在は、私の両親、家内、娘二人の６人家族で、全員同じ屋根の下で生活しており、常

に大声が飛び交うようなとても賑やかな日々を送っています。

私自身は、昭和59（1984）年に大学を卒業した後に就職情報関連企業へ就職し、平成6年

（1994）10月１日からは麗澤大学の職員としてのご縁をいただき、就職部（現キャリアセン

ター）や広報室を経て現在に至っています。

家内は、モラージュ柏内にある音楽教室でエレクトーンとピアノの講師をしており、長女

は松戸北郵便局で、次女は港区青山のブライダル系企業でそれぞれ働いています。

81歳になる父と78歳になる母は、現在も稲作をベースに農業を営んでおり、今年は先日の

台風18号が九州に上陸する前に、どうにかこうにか稲を刈り終えるところまでは漕ぎ着ける

ことができました。例年であれば、お彼岸までには機械の掃除等々の後片付けも含め、全て

の稲刈り作業を終えているのですが、今年は台風の影響や立て続けに身内の訃報が飛び込ん

できてしまい、今年はまだ機械の後片付けが残っています。
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例会日／毎週火曜日(12:30～13:30）

例会場／廣池学園キャンパスプラザ

TEL／04-7173-3558 FAX／04-7173-3550

例会数／1745回 例会日／９月26日（火）

出席率／6６％ 点 鐘／12：30

場 所／れいたくｷｬﾝﾊﾟｽﾌﾟﾗｻﾞ

本日の出席会員／3９名中20名）浅野 繁・

池田 孝・今井 昇・大内 啓・岡田尚子・

小林 亘・小林義和・斉藤由紀・櫻井好美・

關口和行・竹村隆一郎・田中 清・妻島不三

二・友野俊政・猫田岳治・服部秀雄・福田理

佳・宮本邦雄・山崎康弘・山口修代

メーキャップ／森 秀樹

例会報告

さて、専業農家で生まれ育ち、ゴールデンウィークは田植え、９月の入ると稲刈り…と、本

業をやり繰りしながら田んぼを飛び回っているような私ですが、そんな時期になると昔を懐

かしく思い出すことがあります。それは、今では私の自宅周辺でも感じることが少なくなっ

てきてしまった「結」の精神です。そう言っている私自身も「結」という言葉にはあまり馴

染みがないのですが、私が小学生になったばかりの頃までは、田植えや稲刈りの時期になる

と近所や親戚の皆さんが集まり協同して作業を進めていくという、互いに助け合いながらの

暮らしが残っていました。まだまだ幼かった私の目線では、全員が土間で囲んだ楽しい夕食

を今でも忘れることができません。

核家族化や少子高齢化が進行し、それを補うように農業の機械化が進むにつれ、冠婚葬祭

も含めて、それぞれが寄り合う機会は極端に少なくなってきたように思います。自然や経済

面において、厳しい環境を生き抜いていくための「お互い様」「ありがとう」の循環が「結」

の原点であると認識していますが、私はこれらがかなり希薄になってきていることに寂しさ

を覚えている一人であります。

家族からは少し大きな枠組みになってしまいましたが、私が産まれる頃までは家族そのも

のの構成人数が多く、その上で家族は勿論のこと、地域の皆さんが寄ってたかって子供たち

を育んでくださっていたように思います。他の家の子供でも、悪いことをすれば叱るのが当

たり前の時代であり、家の中で「ダメ」と言われるようなことは地域でも「ダメ」でした。

はてさて…今はどうでしょうか。

良くも悪くもそんな時代になった現在において、相互扶助という視点からも、青少年の健

全育成という視点からも、ロータリークラブの存続意義やその活動

の重要性はより浮上してきているのではないかと思います。また、

昔を懐かしがって今を嘆くのではなく、今の自分にできることから、

少しずつでも実践していくことが大切であるということを感じつつ

あります。前任の上平に代わり皆さんの仲間入りをしてまだ３箇月

にも及びませんが、いろいろとご指導をいただきながら、少しでも

お役に立てるよう頑張っていきたいと思いますので、引き続き宜し

くお願いいたします。

ニコニコ：中島恵里

ワンコインニコニコ／４，４９０円

入会式／浅野 了会員

先週９月１９日(火)
第10分区情報研修会の

ご協力頂きありがとう

ございました。


